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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

2 型糖尿病に特異的な血清中の miRNAs が判明すれば、新たなバイオマーカーや治療の

ターゲットとなる可能性がある。 
2 型糖尿病と関連のある miRNAs を同定するため、高脂肪高蔗糖食負荷したオス

C57BL/6J マウスの血清、肝臓、白色脂肪組織の高速シークエンシングを行った。肥満マウ

スの血清中で上昇し、かつ、肝臓または脂肪組織で上昇した miRNAs は miR-101、miR-335、
miR-375、miR-802 であった。それらを 2 型糖尿病患者と正常血糖コントロールの血清で

測定したところ、2 型糖尿病患者の血清で増加していた miRNAs は、Log10miR-101
（1.41±2.01 v.s. -0.57±1.05、p=1.36×10-5）、Log10miR-375（0.20±0.58 v.s. 0.038±1.00、
P=3.06×10-6）、Log10miR-802（2.45±1.27 v.s. 0.97±0.98、P=0.014)であった。Log10miR-335
（-1.08±1.35 v.s. -0.38±1.21、P=0.25）は 2 型糖尿病患者と正常血糖コントロールで有意差

を認めなかった。重回帰分析（ステップワイズ法）にて eGFR、HbA1c、HDL-コレステロ

ールが有意な独立変数として重回帰モデルに採択された。 
正常血糖コントロールと比較し、2 型糖尿病患者では血液中 miR-101、miR-375、miR-802

が増加し、2 型糖尿病の新たなバイオマーカーとなる可能性があることを示した。 
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